
　

青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
と
は
、

「
明
る
い
豊
か
な
社
会
」
の
実
現

を
同
じ
く
理
想
と
す
る
、
20
歳
か

ら
40
歳
ま
で
の
会
員
で
構
成
さ
れ

た
団
体
で
す
。

　

青
年
会
議
所
は
全
国
各
地
に
約

７
０
０
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
事
業

や
青
少
年
育
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
会
員
数
17
万
人
以
上
の
世
界

で
最
も
大
き
な
青
年
団
体
で
あ
る

国
際
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
各
国
の
青
年

会
議
所
と
連
携
し
、
世
界
を
舞
台

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
市
に
拠
点
を
置
く
「
公
益

社
団
法
人 

鹿
屋
青
年
会
議
所
」

も
昭
和
38
年
設
立
以
来
、
現
在
に

至
る
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
や

各
種
講
演
会
の
企
画
・
実
施
、
政

策
提
言
、
青
少
年
育
成
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
積
極
的
な
地

域
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

青
年
会
議
所
九
州
地
区
大
会

を
鹿
屋
市
で
初
開
催
！

　

全
国
各
地
の
青
年
会
議
所
を
束

ね
て
い
る
の
が
「
公
益
社
団
法
人 

日
本
青
年
会
議
所
」
で
、
全
国
10

地
区
に
地
区
協
議
会
が
設
け
ら
れ
、

鹿
屋
青
年
会
議
所
を
含
む
九
州
内

の
78
青
年
会
議
所
は
「
九
州
地
区

協
議
会
」
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
九
州
地
区
協
議
会
が
毎
年

１
回
九
州
内
で
開
催
す
る
九
州
地

区
大
会
が
、
７
月
30
日
（
土
）
・

31
日
（
日
）
、
鹿
屋
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
鹿
屋
青
年
会
議

所
が
「
鹿
屋
を
九
州
中
に
発
信
！

鹿
屋
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」
と
の

思
い
の
も
と
、
設
立
53
年
目
で
初

め
て
誘
致
し
た
も
の
で
、
九
州
各

地
か
ら
数
千
人
の
若
者
が
一
堂
に

集
い
、
地
域
と
青
年
会
議
所
が
一

体
と
な
っ
て
発
展
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

30
日
（
土
）
は
、
鹿
屋
市
文
化

会
館
に
て
一
般
の
人
も
無
料
で
参

加
で
き
る
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ

り
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
周
辺
で

は
大
隅
と
九
州
の
食
が
集
結
す
る

食
の
イ
ベ
ン
ト
「
お
お
す
み
魅
力

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
夏
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

鹿
屋
の
マ
チ
が
熱
気
に
包
ま
れ

る
九
州
地
区
大
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

問問
鹿
屋
青
年
会
議
所

　

☎
０
９
９
４-

44-

２
２
４
５

鹿
屋
の
マ
チ
が
熱
気
に
包
ま
れ
る
!!

　本年度は、鹿屋青年会議所から九

州地区協議会へ河
こう の

野直
なおまさ

正君を会長と

して初めて輩出し、鹿屋で初の地区大

会が開催されます。

　鹿屋大会のスローガンは、M
メ イ ク

AKE 
A
ア

 C
チ ェ ン ジ

HANGE。地域を良くするためには、
まずは自分から変わらないといけな
いという意味が込められています。各
種フォーラムは、著名人を招き、私た
ちが住む九州の発展について考え、多
くの皆様に共感していただけるものに
なっています。また食のイベントでは、
おもてなしの心を持って接し、魅力あ
る大隅、九州の食を味わっていただき
たいと思います。
　市民の皆様と一体となって大会を
盛り上げ成功できるよう頑張ります。
　７月30日（土）は、ぜひ九州地区大
会へお越しください。

加
かとう

藤 俊
しゅんさく

作 さん

公益社団法人
鹿屋青年会議所
2016年度 理事長

「鹿屋」発信の契機に!
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